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の個人差が大きすぎるからである。筆者の知る限りでも 2 ～ 3 倍の個人差は当たり前で、




















































































－２＞と＜図－ 3 ＞である。＜図－２＞の例では、第 3 週の終り時点での作業進捗（実











































































　　　＊ここでは、プログラム－ A が現在＜第 5 週末時点＞ 2 週間遅れの未完成。
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　　　PERT ：program evaluation and review technique
　　　　　  　PERT は、対象とするプロジェクトに必要なタスク（作業）を相互に関連付けて分
析する手法である。各タスクの完了までに必要な時間を分析し、プロジェクト全体を
完了させるのに必要な最小時間を特定することが出来る。



































　　※①の回答―――＜図－ 6 ＞に示す通り、 a では 115 分、b では 75 分となる。
　　　　　　　　　　コンロが 2 個だと　 　(40 分）だけ b が早くなる。
＜図－ 6　「ライスカレーが食べられるまで」＞
資 源 ／ 作 業 項 目
時 間 軸 （単位：分） 
  5 10  15  20  25  30   75          105  115 分 
コンロ使用（1 個の場合）
 
   
 
カレー材料揃え 10分
  10 
 
材料刻み 15 分 
        15 
             ③ 
カレーを煮る 50 分 
                 50    <75> 
             ④ 
 
お米 とぐ 5分 
 5 
 
お米水浸し 30 分以上         30 
 
お米 炊く 30 分 
                  30      30 
           ⑦ 
 
ご飯を皿に盛る 5 分                      5          5 
   
ご飯にカレーを乗せ、
テーブルに。 5分 
                       5            5  <115> 
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　Fit チャートの例として＜図－ 7 ＞に情報システム開発の架空事例の全体工程表を示し
た。＜図－７　「プロジェクトＺ　ソフト開発工程表」＞にあるとおり、この図例はソフ
ト開発部署の使う工程表で、全体工程との関連を見ながら、ソフト開発の工程を詳細に
現わしている。3 月下旬までの毎月 1 回、進捗実績を記録してある。
　たとえば、当初は業務設計が遅れ気味で、ソフトの共通部分が先行して作成されていた。
しかし業務の詳細設計の遅れから、入力処理や編集処理に 1 カ月以上の遅れが目立った
が、2 月下旬には回復の見通しが立ってきている。この間、具体的には要員のスキルや
健康問題、あるいは仕様のミス、誤解などがあったであろうが、都度対策を打って工程
の遅れを取り戻してきたことが示されている。
Ⅴ．おわりに
　これまでに述べてきた Fit チャートは、今まで使われたチャートの実戦的な改善版で
ある。その特徴は、縞模様（年輪模様）から作業進捗がダイナミックに実感できることで、
なにか問題がある場合は縞模様の間隔の変化から読み取って、早めに問題を捕まえるこ
とが可能になる点である。微妙な変化から大きな潜在的問題を早めに引き出すことので
きるメリットは大きい。プロジェクト管理では小さな変化を見逃さないことが大きな問
題への早期対処につながるからである。その結果として、当初に計画された工程を守り、
プロジェクトを成功させることが出来るのである。
　本論が読者のご参考になれば幸いである。
〈参考文献〉
・WEB サイト：「Ｉｔｐｒｏ」
・WEB サイト：フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
・WEB サイト：ＩＴ＠上マネジメント用語辞典
・WEB サイト：Weblio
・「ガント式工場管理法―作業、賃金及利潤」　麓 三郎 訳／（日本評論社出版部）
90 田園調布学園大学紀要
坂井忠通
